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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気機械（Ｇ）が第１の冷却媒体（Ａ１１，ＬＱ１１）を循環させている直接冷却のた
めの第１の冷却装置（ＣＳ１１，ＣＳ２１）に接続されており、
　該第１の冷却装置（ＣＳ１１，ＣＳ２１）は第２の冷却媒体（Ａ１２）を循環させてい
る第２の冷却装置（ＣＳ１２，ＣＳ２２）に接続されており、
　前記第１の冷却装置（ＣＳ１１，ＣＳ２１）から前記第２の冷却装置（ＣＳ１２，ＣＳ
２２）へ熱が移されて、移された熱が除去される、
電気機械の冷却装置において、
　前記第１の冷却装置（ＣＳ１１，ＣＳ２１）は自身（ＣＳ１１，ＣＳ２１）の前記第１
の冷却媒体（Ａ１１，ＬＱ１１）をさらに冷却するリフリジレーション装置である第３の
冷却装置（ＣＳ１３）に接続されている
ことを特徴とする電気機械の冷却装置。
【請求項２】
　前記第１の冷却装置（ＣＳ１１，ＣＳ２１）は熱交換器（ＨＸ１１，ＨＸ２１）を介し
て前記第２の冷却装置（ＣＳ１２，ＣＳ２２）に接続されている、請求項１記載の電気機
械の冷却装置。
【請求項３】
　前記第３の冷却装置（ＣＳ１３）は気化器（Ｅ）を含む蒸気圧縮型冷却装置であり、該
気化器（Ｅ）を介して前記第１の冷却装置（ＣＳ１１，ＣＳ２１）が前記第３の冷却装置
（ＣＳ１３）に接続されている、請求項１または２記載の電気機械の冷却装置。
【請求項４】
　前記第３の冷却装置（ＣＳ１３）は吸収型冷却装置、磁気式冷却装置またはペルティエ
式冷却装置のいずれかである、請求項１または２記載の電気機械の冷却装置。
【請求項５】
　前記第１の冷却装置（ＣＳ１１）は前記電気機械（Ｇ）を通る冷却気体（Ａ１１）の流
量ないし流速を増大するファン（Ｆ１１）を有している、請求項１から４までのいずれか
１項記載の電気機械の冷却装置。
【請求項６】
　前記第１の冷却装置（ＣＳ２１）は前記電気機械（Ｇ）を通る冷却液体（ＬＱ１１）の
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流量ないし流速を増大するポンプ（Ｐ１１）を有している、請求項１から５までのいずれ
か１項記載の電気機械の冷却装置。
【請求項７】
　前記第２の冷却装置（ＣＳ１２，ＣＳ２２）は該第２の冷却装置（ＣＳ１２，ＣＳ２２
）を通る周囲空気（Ａ１２）の流量ないし流速を増大するファン（Ｆ１２，Ｆ２１）を有
している、請求項１から６までのいずれか１項記載の電気機械の冷却装置。
【請求項８】
　前記熱交換器（ＨＸ１１）は気体‐気体型熱交換器である、請求項２記載の電気機械の
冷却装置。
【請求項９】
　前記熱交換器（ＨＸ２１）は液体‐気体型熱交換器である、請求項２記載の電気機械の
冷却装置。
【請求項１０】
　前記第３の冷却装置（ＣＳ１３，ＣＳ２３）は気化器（Ｅ）、圧縮器（Ｋ）、空冷型ま
たは水冷型の凝縮器（Ｃ）、および、膨張弁（ＥＶ）を有しており、熱が、前記気化器（
Ｅ）によって使用されている冷却液体へ移され、前記凝縮器（Ｃ）によって周囲へ放出さ
れる、請求項１から９までのいずれか１項記載の電気機械の冷却装置。
【請求項１１】
　前記第１の冷却装置（ＣＳ１１，ＣＳ２１）は自身（ＣＳ１１，ＣＳ２１）の前記第１
の冷却媒体（Ａ１１，ＬＱ１１）の一部を前記第３の冷却装置に対してバイパスさせるバ
イパス管路（ＢＰ）を有している、請求項１から１０までのいずれか１項記載の電気機械
の冷却装置。
【請求項１２】
　前記電気機械はジェネレータ（Ｇ）である、請求項１から１１までのいずれか１項記載
の電気機械の冷却装置。
【請求項１３】
　前記電気機械（Ｇ）は沖合および／または高温の場所に配置されている、請求項１から
１２までのいずれか１項記載の電気機械の冷却装置。
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